
4月30日現在（ ）内は前回比、男 23 , 618 ( +91）女 26 , 210 ( +73）計49,828(+ 164）世帯 16,701 (+126) 

シンボルマーク 

麟農騒Na785 人口と恒遥］ 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さい
。
 

き
？
 

 と
お
役
に
立
ちま
す
。
 

結
婚
記
念

植
樹
 

ー
市
民
植
樹
祭

ー
 

（
五月
三
十
日

・
狼
野
長
根
公
園
）
 

《
 

 

今
年
は
、
シ
ラ
カ
ン
バ
五
十
本
の
他
、
五
組
の
新
婚
さ
h
が
、
コ
ブ
シ
 

十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
 

「な
に
よ
り
も
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
一
 
、み
な
さ
ん
、一つ
れ
し
そ
え
 

参
加
し
た
方
々
。
 

（敬
称
略
）
 
田
中
明
彦
・
礼
子
（
蓮
沼
）
 

木
村
勝
一
・
昭
子

（
田
町）
 
斎
藤
豪
・
陽
子
（
田
町
）
 

奈
良
新
道
・
由
利
佳
（
幾
島
町
）
 
工
藤
明
久
・
茂
子

（
吹
畑
・藤
巻
）
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一
僻
一
位

亘
時

一口
一
⑤

一
人
一
切

毎日
行
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き
P

と
お
役
に
な
ち
ま
す

今
年
は
、
シ
ラ
カ
ン
バ
五
十
本
の
他
、
五
組
の
新
婚
さ
ん
が
、
コ
ブ
シ

十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

「な
に
よ
り
も
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た

oE
、
み
な
さ
ん
、
う
れ
し
そ
う
。

参
加
し
た
方
々
。

(

敬
称
略
)

田
中
明
彦
・
礼
子

(蓮
沼
)

木
村
勝
一
・
昭
子

(田
町
)

斎
藤
豪
・
陽
子

(田
町
)

奈
良
新
道
・
由
利
佳

(幾
島
町
)

工
藤
明
久
・
茂
子

(吹
畑
・
藤
巻
)

結
婚
記
念
植
樹

ー
市
民
植
樹
祭
l

(
五
月
三
十
日
・
狼
野
長
根
公
園
)
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（仮
称
）
松
島第
二
団
地
の
造
成
等
ニ
十
八
件
 

平
成
六
年
度
重
点
事
業
を
県

へ
要
望
 

 

平成 5年 6月15日 2 

点
 県

知
事
に
対
し
、
五
月
一
一
十六
日
県
内
八
市
の
、
平
成
六
年
度
重
 

事
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
は
、
初
日
の
五
月
一一
＋
六日
、
市
の
重
点
事
業
を
説
 

明
し
、
そ
の
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
か
ら
、
新
規
、
継
続
共
に
要
望
し
た
主
な
事
業
と
、
そ
れ
 

に
対
す
る
県
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。
 

国
道
三
三
九
号

（
仮
称）
五
所

川
原
北
バ
イ
パ
ス
建
設
事
業
の
採

択
に
つ
い
て
 

仮
称
五
所
川
原
北
バ
イ
パ
ス
道

路
は
、
五
所
川
原
・
鶴
田
間
の
延

長
に
伴
う
国
道
三
三
九
号
の
バ
イ

パ
ス
と
津
軽
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
 

チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
し
、
地
域
の
高

速
交
通
体
系
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
地
域
開
発
促
進
の
た

め
当
バ
イ
パ
ス
の
採
択
を
要
望
し

ま
す
。
 

県
回
答
…
当
バ
イ
パ
ス
に
つ
い

て
は
、
津
軽
自
動
車
道
と
連
結
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
津
軽
半
島
北
部

を
高
速
交
通
体
系
に
組
み
入
れ
る

方
策
と
し
て
、
ま
た
同
自
動
車
道
 

（仮
称
）
五
所
川
原
I
c
か
ら
五

所
川
原
市
（
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
重
要
区
間
で
あ

る
こ
と
を
、
充
分
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
津
軽
自
動
車
道
の
事

業
進
捗
に
合
わ
せ
た
事
業
化
に
向
 
 

け
検
討
し
ま
す
。
 

中
小
私
鉄
の
助
成
措
置
の
継
続

に
つ
い
て
 

当
市
を
始
発
駅
に
金
木
町
か
ら

中
里
町
に
至
る
津
軽
鉄
道
は
、
過

疎
化
と
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
り
累
積
赤
字
に
悩
み

経
営
基
盤
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
鉄
道
軌
道
整
備
法
に

よ
る
助
成
の
継
続
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答

…
欠
損
補
助
に
「
い
て

は
、
国
は
、
地
城
に
格
別
の
事
情

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討

の
う
え
最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

し
て
お
り
、
会
社
及
び
関
係
市
町

村
の
対
応
等
踏
ま
え
、
適
切
に
対

応
し
ま
す
。
 

県
営
水
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
 堺

野
沢
た
め
池
周
辺
を
「
虫
お

く
り
の
丘
」
構
想
実
施
地
区
と
し

て
位
置
付
け
、
親
水
性
豊
か
な
水

辺
空
間
と
し
て
、
広
く
市
民
に
親
 
 

し
め
る
健
康
で
美
し
い
農
村
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
完

成
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答

…
本
事
業
の
事
業
効
果

の
早
期
発
現
を
図
る
た
め
、
今
後

と
も
予
算
枠
の
拡
大
を
国
に
働
き

か
け
ま
す
。
 

仮
称
松
島
第
ニ
団
地
の
造
成
に

つ
い
て
 

新
し
い
街
づ
く
り
の
視
点
か
ら
 

「仮
称
ェ
ル
ム
の
街
」
の
隣
接
地

に
、
当
市
四
番
目
の
住
宅
団
地
の

開
発
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答

…
新
規
団
地
の
造
成
事

業
費
の
予
算
確
保
に
努
め
、
事
業

促
進
に
つ
い
て
も
住
宅
供
給
公
社

を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
 

県
立
克
雪
ド
ー
ム
の
建
設
に
つ

い
て
 

当
地
域
は
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
 

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
担
う
若

年
層
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
か
ら
 

r
 

,
 

け
検
討
し
ま
す
。

中
小
私
鉄
の
助
成
措
置
の
継
続

に
つ
い
て

当
市
を
始
発
駅
に
金
木
町
か
ら

中
里
町
に
至
る
津
軽
鉄
道
は
、
過

疎
化
と
モ
ー
タ
リ
l
ゼ
l
シ
ヨ
ン

の
進
展
に
よ
り
累
積
赤
字
に
悩
み

経
営
基
盤
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
鉄
道
軌
道
整
備
法
に

よ
る
助
成
の
継
続
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
・
:
欠
損
補
助
に
つ
い
て

は
、
国
は
、
地
域
に
格
別
の
事
情

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討

の
う
え
最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

し
て
お
り
、
会
社
及
び
関
係
市
町

村
の
対
応
等
踏
ま
え
、
適
切
に
対

応
し
ま
す
。

県
営
水
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
堺
野
沢
た
め
池
周
辺
を
「
虫
お

く
り
の
丘
」
構
想
実
施
地
区
と
し

て
位
置
付
け
、
親
水
性
豊
か
な
水

辺
空
間
と
し
て
、
広
く
市
民
に
親

し
め
る
健
康
で
美
し
い
農
村
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
完

成
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
注
目
:
本
事
業
の
事
業
効
果

の
早
期
発
現
を
図
る
た
め
、
今
後

と
も
予
算
枠
の
拡
大
を
固
に
働
き

か
け
ま
す
。

仮
称
松
島
第
二
団
地
の
造
成
に

つ
い
て

新
し
い
街
づ
く
り
の
視
点
か
ら

「
仮
称
エ
ル
ム
の
街
」
の
隣
接
地

に
、
当
市
四
番
目
の
住
宅
団
地
の

開
発
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答

:
新
規
団
地
の
造
成
事

業
費
の
予
算
確
保
に
努
め
、
事
業

促
進
に
つ
い
て
も
住
宅
供
給
公
社

を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

県
立
克
雪
ド

l
ム
の
建
設
に
つ

い
て当

地
域
は
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
担
う
若

年
層
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
か
ら
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若
者
定
住
を
促
進
す
る
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
施
設
と
し
て
県
立
「
克
雪
ド
 

ー
ム
」
を
「
仮
称
ェ
ル
ム
の
街
」
 

の
隣
接
地
に
建
設
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
今
後
も
各
種
事
業
・

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

も
参
考
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
施
設
整
備
及
び
運
営
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
検
討
しま
す
。
 

仮
称
「
ェ
ル
ム
の
街
」
の
建
設

に
つ
い
て
 

五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社

が
特
定
商
業
集
積
地
域
の
指
定
を

受
け
る
「
エ
ル
ム
の
街
特
定
商
業

集
積
整
備
基
本
構
想
」
の
策
定
と

高
度
化
資
金
導
入
の
た
め
の
経
営

診
断
に
つ
い
て
、
指
導
、
助
言
を

要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答

…
特
定
商
業
集
積
整
備

法
に
基
づ
く
基
本
構
想
の
策
定
に
 

「
い
て
は
今
後
も
指
導
に
努
め
、
 

高
度
化
資
金
導
入
の
た
め
の
経
営

診
断
に
「
い
て
も
基
本
構
想
と
建

設
計
画
の
内
容
が
具
体
的
に
な
っ

た
段
階
で
診
断
等
を
行
い
ま
す
。
 

「津
軽
平
野
五
所
川
原
水
郷
の

路
」
建
設
の
推
進
と
多
目
的
保
安

林
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
 

,
 

 

当
市
の
市
街
地
を
流
れ
る
お
よ

そ
四
十
本
の
堰
の
統
廃
合
を
進
め
、
 

し
て
、
夏
は
せ
せ
ら
ぎ
、
冬
は
流

雪
溝
と
し
て
水
と
緑
と
潤
い
の
あ

る
「
津
軽
平
野
・
五
所
川
原
水
郷

の
路
」
を
創
造
す
る
た
め
、
水
路

敷
の
保
全
等
各
種
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
指
導
及
び
援
助
を
要
望
し

ま
す
。
ま
た
、
水
路
敷
の
保
全
事

業
の
一
環
と
し
て
、
当
市
栄
地
区

の
保
安
林
の
整
備
と
環
境
美
化
の

た
め
多
目
的
保
安
林
総
合
整
備
事

業
の
採
択
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
「
津
軽
平
野
・
五
所

川
原
水
郷
の
路
」
に
「
い
て
は
、
 

農
業
用
水
の
確
保
、
水
質
保
全
等

農
業
用
水
路
と
し
て
の
機
能
を
維

持
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
今
後
関

係
機
関
と
協
議
し
、
水
緑
景
観
モ

デ
ル
事
業
等
、
諸
下
水
道
事
業
の

導
入
な
ど
に
つ
い
て
国
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
 

多
目
的
保
安
林
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、事
業
用
地
の
確
保

等
条
件
整
備
の
進
捗
状
況
を
勘
案

し
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
 

加平成6年度要望事業ー覧 

一
部
跡
地
は
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
と

一
部
跡
地
は
都
市
ア
メ
三
プ
 

第血剖5 	最重I,'（り 契gj F業 

青森県土管部課 報繊 要 望 事 項 名 
五所川原市
主管部言果 企画部誓議森 新規 

中小私鉄の助成措置の継
続にっいて 

総 務 部
企画調整課 

農林部農地建設課 継続 
県営水環境整備事業にっ

し、て 

経 済 部
土地改良課 土木部道路建設課 継続 

津軽自動車道の早期完成
にっいて 

建土
 
設
木
 
部
課
 

 

L木部建築住宅課 継続 
仮称松島第二団地の造成
にっいて 

建 設 部
建築住宅課 

士木部道路建設謀 継続 
国道 339 号五所川原～鶴
田間バイパスの建設にっ
レ、て 

建
土
 
設
木
 
部
課
 

企 画 部 企 画 課 継続 
県立克雪ドームの建設に
っいて 

総 務 部
企画調整課 -t 木部篇鷺欝 継続 

青森空港へのアクセス道
路の整備促進にっいて 

建
土
 
設
木
 
部
課
 

環境保健部生活衛生課 継続 
一般廃棄物最終処分場の

建設にっいて 
民 生 部
保健環境課 

第二部 重点要‘ 望事業 

青森県主管部課 新継
 
規
続
 

要 望 事 項 名 至習緊裏 

商」劣働部麗鷲議 継続 
仮称「エルムの街」の建
設にっいて 

経 済 部
商工観光課 農林部農地建設課 継続 

県営老朽ため池等整備事
業にっいて 

経 済 部
土地改良課 

商 I 労働部欝讐讃 継続 
雇用促進事業団‘青森職能
開発短期大学校の4年制大
学校への昇格にっいて 

総 務 部
企画調整課 土木部都市計画課 継続 

南部地区土地区画整理事
業にっいて 

建 設 部
都市計画課 

農林部賞稽畷 継続 
「畑作園芸試験場津軽支
場」の設置にっいて 

経 済 部
農 林 課 企画部地域振興課 継続 

国立「防災科学技術セン
ター支所」等雪の調査研
究機関の設置にっいて 

総 務 部
企画調整課 

農林部気許画貫嶋地建設課
土木部雫轟費都市計画課 

継続 
「津軽平野五所川原水郷
の路」建設の推進にっし、 
ーぐ 

建 設 部
下水道課 農林部農地建設課 新規 

県営老朽ため池等整備事
業にっいて 

経 済 部
土地改良課 

農 林 部 治 山 課 新規 
多目的保安林総合整備事

業にっいて 

経 済 部

農 林 課 
土 木 部 河 川 課 継続 旧十川改修事業にっいて 

建
土
 
設

木
 
部
課
 農林部農地計画課 継続 

県営農免農道整備事業に
っいて 

経 済 部
土地改良課 

土 木 部 河 川 課 継続 ＋川改修事業にっいて 
建
王
 
設

木
 
部

課
 

土木部豪繊譲 新規 
国道 339号（仮称）五所川
原北バイパス建設事業の
採択にっいて 

建
土
 
設

木
 
部
課
 

教育庁欝曹讃 継続 
県立五所川原東高等学校校 
舎等施設・設備の整備及び 
教育課程の見直しにっいて 

教育委員会 

七木部都市計画課 継続 
3・4・4石岡不魚住線
道路事業にっいて 

建 設 部
都市計画課 

土木部都市計画課 継続 
スノートピア道路事業の
推進にっいて 

建 設 部
都市計画課 

か 	川 	言果 
上 木 部都市計画課 

下水 j首言果 
新規 

公共下水道の変更計画に
っいて 

建 設 部
下水道課 

I 木部道路建設課 継続 
津軽半島観光産業開発縦
貫道路の調査にっいて 

総 務 部
企画調整課 

企 画 部 企 画 I果 
上木部都市計画課 
商 I 労働部工業振興課 

継続 
地方拠点都市地域の指定
にっいて 

総 務 部
企画調整課 

土 木 部 河 川 課
津軽ダム対策室 

継続 
用
ダ
 
治

ム
 
水
の
 
事

早
 
業

期
 
の

完
 
促
成
 
進
に
 
と
「
 

 

岩
津
い
 
木

軽
て
 

建 設 部
土 木 課 

3 平成5年6月15日 

若
者
定
住
を
促
進
す
る
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
施
設
と
し
て
県
立
「
克
雪
ド

ー
ム
」
を
「
仮
称
エ
ル
ム
の
街
」

の
隣
接
地
に
建
設
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

県
固
定
一
-
今
後
も
各
種
事
業

・

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

も
参
考
に
、
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
施
設
整
備
及
び
運
営
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

仮
称
「
エ
ル
ム
の
街
」
の
建
設

に
つ
い
て

五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社

が
特
定
商
業
集
積
地
域
の
指
定
を

受
け
る
「
エ
ル
ム
の
街
特
定
商
業

集
積
整
備
基
本
構
想
」
の
策
定
と

高
度
化
資
金
導
入
の
た
め
の
経
営

診
断
に
つ
い
て
、
指
導
、
助
言
を

要
望
し
ま
す
。

県
図
鑑
目
・
・
特
定
商
業
集
積
整
備

法
に
基
づ
く
基
本
構
想
の
策
定
に

つ
い
て
は
今
後
も
指
導
に
努
め
、

高
度
化
資
金
導
入
の
た
め
の
経
営

診
断
に

つ
い
て
も
基
本
構
想
と
建

設
計
画
の
内
容
が
具
体
的
に
な
っ

た
段
階
で
診
断
等
を
行
い
ま
す
。

「
津
軽
平
野
五
所
川
原
水
郷
の

路
」
建
設
の
推
進
と
多
目
的
保
安

林
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

当
市
の
市
街
地
を
流
れ
る
お
よ

そ
四
十
本
の
堰
の
統
廃
合
を
進
め
、

一
部
跡
地
は
都
市
ア
メ
ニ
テ
イ
と

し
て
、
夏
は
せ
せ
ら
ぎ
、
冬
は
流

雪
溝
と
し
て
水
と
縁
と
潤
い
の
あ

る
「
津
軽
平
野

・
五
所
川
原
水
郷

の
路
」
を
創
造
す
る
た
め
、
水
路

敷
の
保
全
等
各
種
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
指
導
及
び
援
助
を
要
望
し

ま
す
。
ま
た
、
水
路
敷
の
保
全
事

業
の

一
環
と
し
て
、
当
市
栄
地
区

の
保
安
林
の
整
備
と
環
境
美
化
の

た
め
多
目
的
保
安
林
総
合
整
備
事

業
の
採
択
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答

「
津
軽
平
野

・
五
所

川
原
水
郷
の
路
」
に

つ
い
て
は
、

農
業
用
水
の
確
保
、
水
質
保
全
等

農
業
用
水
路
と
し
て
の
機
能
を
維

持
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
今
後
関

係
機
関
と
協
議
し
、
水
緑
景
観
モ

デ
ル
事
業
等
、
諾
下
水
道
事
業
の

導
入
な
ど
に
つ
い
て
国
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

多
目
的
保
安
林
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
用
地
の
確
保

等
条
件
整
備
の
進
捗
状
況
を
勘
案

し
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

寵翠皇軍覆司現議室主連軍調

品蛋点要望事業

青森県主管制l謀 新継規続 要望 'Ir Jjj名 :JF工三ゆ官りl部I)Jil課rli 新幹線
新規 続中小平ム鉄の助成措償の継 総務部

企画斗l交通政策課 について 企画調整課

段林部農 地建設課 継続
P，L常水環境終fJiil'lr業につ 経済制i

J: 木都道路 沿!，没~ 継続
f京軽内!f!I)車道のJ平均l完成 建設部

いて 土地改良線 について 上木課

仮称、松山首í=~tl地の造成 主主 設部 l碍道 339号 五 所 川 原 鶴 姐3設部
上木部建築住宅事長 継続

について 建築W1::~
1:本部道路 ill設 課 継続 ITIIl[Jパイバスの建設につ

l匂木課いて

企画部企画課 継続
日;L也克'Jfドームの建設に 総 r% 部 道路lli.lltill

継続
青森空港へのアクセス道 建設部

ついて 企画調書聖書4 1: 本部都市計画課 路の整備促進について J: 木課

環境保健部生活衛生課 継続
一般廃棄物最終処分場の 民生部 第 一部 活:点張盟事業
建設について 保健環境課 守森県主管制l諜 謀罪 要望 Ir 項名 五主所包川一剖瓜~l訴市1 

商 1:労働部商工政策課 継続
仮柄、「エノレムの街」の建 経済告11 Yr~常老朽ため池等整備 'Ir 経済部

経常指導課 設について 商 仁観光課 農林郁農地建設課 継続
業について 上地改良課

静ir労働部職開業発能力:iJI! 継続 l'開Yim発校l担促へi進jのUI事針大業γ怖校Mにのつ-いI4Ft4て1E-納制能大 総務部 南部地区 i二地|え画整理ドIrlli 設部
企問調整.iJIl 1: 本部伺"行 JII面l課 継続

業について 都市計匝i課

農林郁段業術導課 継続
「畑作図芸試験場バ1¥軽支 経済部 IJ到す r防災科学校術セン 総務部

成政訴i 場」の設問について 農林.iJIl 企図部地域振興課 継続 ター支所」等守の調査研
企画調整課究機関の放置について

農林郁 弘監下'"理出道品臨現

「荷主軽平野五所川加え水郷 建設部 県常老朽ため池等繋備事 経済部上木部 田農地市計桂画昌課謀 継続 の路」他殺の俄逃につい 農林郁 12 地建設~ 新規
て 下水道課 業について 上地改良課

段林剖¥ii1 1I1 謀 新規
多fl的保安林総合繋viiFlr絞 t斉許11

J.木部 M 川以 継続 IH十}II改修事業について
建設部

業:について 農林~ 上木~

五基林部農地計画課 継続
世TL手l段免段道技術'Ir業に 経済部

上木部 M 川諜 継続 十川改修事業について
建設部

ついて 土地改良課 JC 木製

l 木部道路建設課
l通i且一339号(仮初、)五所川 建設部 教育庁学務課 舎教県立施五所設程川・原設束備1([尚の等整備学及校校び新規 μj~..jヒバイパス述殺事業の

上木~
継続

A育手課 の兄 しについて
教育委員会

都市計画課 採択について 財務総

1:本部都市計画課 継続
3・4・4イiJ前l不魚住線 士II ;役割l

1:木剖IIiIIrJ-i;l1同ia長 継続
スノー トピア道路事業の 建設部

道路'Ir業について 何IrJi青|同l線 推進について 都市計画課

p1r )11 ~ 公共下水道の変更計画に 述設部 津軽半品観光産業開発縦 総務部l一本部都市計匝j1m! 新規 J:本部道路 ill設 IU#.継続
ド木 ill部長 ついて 下水道線 L't道路の調交について 企画調楚忠臣

企画!部企画I餅4 地}j拠点、都市地峡の指定 総務部 士木部河川~ JN本丹li台水事業の促進と 建設部上本部都市吉|画課 継続 継続 f粧軽ダムの早lJOI完成につ
商 1:労働部ーに業振興楳 について 企画調整課 津軽 ダム対策室 いて 土木課
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般 

投 

句 

金
賞
 
岩
崎
岩
雄

（
田
舎館
村
）
 

銀
賞
 
五
十
嵐
智
成
（
岩
木
町
）
 

三
上
孝
之

（岩
木
町
）
 

⑥
川
柳
 

銅
賞
 
太
田
良
樹
（
毘
沙
門
）
 

特
選
 
木
村
「
一
（
漆川
）
 

稲
葉
与
丘
（
衛
（
田
舎館
村
）
 

入
選
 
平
山
し
ず
か
（
み
どり
町
）
 

鈴
木
正
弘

（
板柳
町
）
 
⑥
短

歌
 

佳
作
 
高
橋
茂
樹

（み
ど
り
町
）
 

特
選
 
品
川
千
草

（高
野
）
 

高
橋
安
則
（
平
内
町
）
 

入
選
 
白
川
 
貢

（金
木
町
）
 

坂
本
芳
太
郎
（
青
森
市
）
 

斎
藤
由
雄
（
神
山
）
 

沼
辺
勇
次

（三
沢
市
）
 

⑥
俳
句
 

尾
崎
尚
白
（
鯵
ケ
沢
町
）
 

特
選
三
上
北
人
（
雛
田町
）
千
葉
恭
 

金賞「梅花の頃」モデルは 
ミス津軽平野 

青
年
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
 

五
月
三
十
日
、
菊
ケ
丘
運
動
公

園
で
行
わ
れ
た
、
青
年
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
に
は
、菊
栄
会
、
 

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
、
青
年
の
船
O
 

B
の
、
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で

の
青
年
約
三
十
人
が
参
加
。
ほ
と

ん
ど
初
心
者
で
し
た
が
、
み
る
み

る
L
達
。
競
技
の
後
の
情
報
交
換

会
も
楽
し
く
さ
わ
や
か
な
交
流
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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秀
（
浪岡
町
）
斎
藤
終也
（平
内
町
）
 

入
選
藤
田
枕
流
（
弘前
市
）対
馬
嘩

子
（
吹
畑
）蝦
名
秀
丸
（
田町
）
高橋

け
ん
一
（
金
木
町）
葛
西
幸
子
（
金

木
町
）
春
藤
み
さ
を
（
深
浦町
）
木

村

一
三
（
漆川
）
斎
藤
今
日
子
（
大

町
）
斎
藤
由
雄
（神
山
）
境
絹
（
弘

前
市
）
佐
藤
ひ
ろ
（板
柳
町
）
亀
田

祐
子
（
青森
市
）
松
川
青
雅
（
金
木

町
）
貝
森
光
大

（
青森
市
）
貝
森

史
（
八
歳
・
青
森
市
）
 

小
・
中
学
校
図
画
 

〈
一
年
〉
 
 

金
賞
み
か
み
し
ょ
う
へ
い
（
羽
野

木
沢
小
）
銀
賞ま
つ
の
ゆ
か
（
長橋

小
）
銅
賞
な
が
お
た
つ
や

（
長橋

小
）
入
選
な
が
お
あ
ゆ
み
（
長
橋

小
）
と
き
ゆ
う
ま
（
長
橋小
）
み
つ

は
し
こ
ず
え
（
羽野
木
沢
小
）と
き

ふ
み
ひ
こ
（
長
橋小
）
な
がお
げ
ん

き
（
長
橋
小
）
ふ
じ
た
よ
し
え
（
長

橋
小
）
と
き
ゆ
い
（
長
橋
小
）
 

全
一
年〉
 

金
賞
石
岡
智
樹
（
長橋
小
）
銀賞
お

が
さ
わ
ら
な
お
き
（
羽野
木
沢
小
）
 

銅
賞
斎
藤
伸
也
（
長橋
小
）
入選
須

藤
瑞
紀
（
長
橋小
）
伊
藤
和
弥
（
長

橋
小
）
いと
う
よ
し
き
（
羽野
木
沢

小
）
佳
作
須
藤
い
ず
み
（
長橋
小
）
 

く
ど
う
け
い
す
け
（
羽野
木
沢
小
）
 

長
尾
知
典
（
長
橋
小
）
小
枝
義
人
 

（長
橋
小
）
 

合
一年
〉
 

金
賞
伊
藤
謙
一
 
（
羽野
木
沢
小
）
 

銀
賞
松
野
覚
（
長
橋
小
）
銅
賞
須

藤
友
美

（
長
橋小
）
入
選
松
野
祐

輔

（
長橋
小
）
兼
成
加
奈
子

（
羽

野
木
沢
小
）
佳
作伊
藤
振
一
郎
（
羽
 
 

野
木
沢
小
）
工
藤
慎
士
（
長
橋
小
）
 

〈
四年
〉
 

金
賞
二
上
慎
吾
（
羽野
木
沢
小
）
 

銀
賞
伊
藤
卓
人
（
羽
野
木
沢
小
）
 

銅
賞
雨
森
清
香

（
羽野
木
沢
小
）
 

入
選
三
上
公
志
（
羽
野
木
沢
小
）
 

須
藤
博
文
（
羽
野
木
沢
小
）
成
田

聖
秀
（
長
橋
小
）
佳
作
工
藤
春
香
 

（
長橋
小
）
長
内
達
矢
（
羽
野
木

沢
小
）
工
藤孝
行
（
羽野
木
沢
小
）
 

外
崎
孝
久

（
羽野
木
沢
小
）
 

〈
五
年〉
 

金
賞
横
嶋
里
奈
（
長
橋小
）
銀
賞土

岐
安
武
（
長
橋小
）
銅
賞小
笠
原

一

成
（
羽野
木
沢
小
）入
選
石
岡
祐
幸
 

（
長
橋小
）
長
尾
制
之
（
長
橋
小
 
 

伊
藤
明
日
香
（
羽
野
木
沢
小
）
佳

作
白
戸
信
和
（
長
橋
小
）
土
岐
伸

子

（
長
橋
小
）石
岡
淳
悦
（
長
橋

小
）
阿
部
直
樹
（
羽
野
木
沢
小
）
 

〈
六
年〉
 

金
賞
成
田
智
秀

（
長橋
小
）
銀
賞

斎
藤
雄
悟

（
長橋
小
）
銅
賞
石
岡

正
俊
（
長
橋
小
）
入
選
石
岡
小
百

合

（
長橋
小
）
高
橋
一
也
（
長
橋

小
）
長
尾
亜
希
（
長
橋
小
）
佳
作

土
岐
清
治
（
長
橋
小
）
中
川
恵
美

子
（
長
橋
小
）
小
田
桐
絵
美
（
長

橋
小
）
小
笠
原
恵

（長
橋
小
）
佐

々
木
理
絵
子
（
長
橋
小
）
小
笠
原

和
也

（
羽野
木
沢
小
）
 

第
四
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
 

一
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
 

応
募
作
品
入
賞
者
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り

応
募
作
品
入
賞
者

第
四
回

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

銀金
賞賞

岩
崎
岩
雄

(田
舎
館
村
)

μ
卜
嵐
刊
成

(岩
木
町
)

z
-
K苧
之
(
岩
木
町
)

太
田
良
樹
(
毘
沙
門
)

稲
山
県
与
兵
衛
(
田
舎
館
村
)

鈴
木
正
弘
(
板
柳
町
)

~H
M
橋
茂
樹

(
み
ど
り
阿
)

高
橋
安
川

(平
内
町
)

坂
本
山
万
太
郎

(邑同森
市
)

消
辺
必
次

(
7

一沢
市
)

尼
崎
尚
什

(鯵
ケ
沢
町
)

銅
賞

f圭
イ乍

金賞「梅花の頃」モデルは
ミス津軽平野

般

投

句

@
川
柳

特
選

木
村

一一
二
(漆
川
)

入
選

手
山
し
ず
か
(
み
ど
り
町
)

@
短
歌

特
選

品
川
千
平

(高
野
)

入
選

れ
川

民

(金
木
町
)

斎
雌
由
峨

(神
山
)

@
俳
句

特
選
一--K北
人
(雛
田
町
)千
柴
山
伯

秀
(浪
岡
町
)斎
藤
終
也
(
d
r
内
町
)

入
選
雌
田
枕
流
(弘
前
市
)対
均
昭

子
(
吹
畑
)蝦
名
秀
丸
(田
町
)高
橋

け
ん
-
(合
木
町
)
持
阿
辛
子
(
令

木
町
)
存
雌
み
さ
を
(深
浦
町
)
木

村
-
T
A
(
漆
川
)
斎
藤
今
日
子
(大

町
)
斎
藤
由
雄
(神
山
)
境
桁

(弘

前
市
)
佐
藤
ひ
ろ
(板
柳
町
)
包
囲

祐
チ
(青
森
市
)
松
川
音
雅
(令
木

町
)
日
森
光
大

(青
森
市
)
日
森

史
(
八
歳

・
青
森
市
)

小
・
中
学
校
図
面

〈
一
年
〉

. 

金
賞
み
か
み
し
よ
う
へ
い

(羽
野

木
沢
小
)銀
賞
ま
つ
の
ゆ
か
(長
橋

小
)
銅
賞
な
が
お
た
つ
や

(長
崎

小
)
入
選
な
が
お
あ
ゆ
み

(長
橋

小
)
と
き
ゅ
う
ま
(長
橋
小
)
み
つ

は
し
こ
ず
え
(羽
野
木
沢
小
)
と
き

ふ
み
ひ
こ
(
長
橋
小
)な
が
お
げ
ん

き
(
長
橋
小
)ふ
じ
た
よ
し
え

(長

崎
小
)
と
き
ゆ
い

(長
崎
小
)

〈二
年
〉

金
賞
石
岡
刊
樹
(長
橋
小
)銀
賞
お

が
さ
わ
ら
な
お
き
(羽
野
木
沢
小
)

銅
賞
茄
雌
伸
也
(長
橋
小
)入
選
須

藤
瑞
紀
(長
橋
小
)
伊
雌
利
弥
(長

崎
小
)
い
と
う
よ
し
き
(羽
野
木
沢

小
)
佳
作
須
雌
い
ず
み

(長
橋
小
)

く
ど
う
け
い
す
け
(羽
野
木
沢
小
)

長
尾
知
典

(長
橋
小
)
小
枝
義
人

(長
橋
小
)

〈
三
年
〉

金
賞
伊
藤
謙

一
(
羽
野
木
沢
小
)

銀
賞
松
野
党

(長
橋
小
)
銅
賞
須

藤
友
美

(長
橋
小
)
入
選
松
野
祐

輔

(長
橋
小
)
兼
成
加
奈
子

(羽

野
木
沢
小
)佳
作
伊
牒
振

一
郎
(羽

伊
雌
明
日
件

(羽
野
木
沢
小
)
佳

作
れ
一戸
信
利

(長
橋
小
)
上
岐
伸

子

(長
橋
小
)
石
岡
作
悦

(長
橋

小
)
阿
部
抗
樹

(羽
野
木
沢
小
)

〈
六
年
〉

金
賞
成
田
刊
秀

(長
橋
小
)
銀
賞

斎
雌
雄
柄

(長
橋
小
)
銅
賞
石
岡

正
俊

(長
橋
小
)
入
選
石
岡
小
行

A
H

(
長
楠
小
)
高
橋
-
也

(長
橋

小
)
長
尾
岨
希

(長
橋
小
)
佳
作

t
岐
川
治

(長
崎
小
)
中
川
忠
美

子

(長
橋
小
)
小
田
桐
絵
美

(長

橋
小
)
小
笠
原
忠

(長
橋
小
)
佐

々
木
珂
絵
子

(長
橋
小
)
小
笠
原

利
也

(羽
野
木
沢
小
)

野
レ
小
沢
小
)
仁
牒
川
上

(長
崎
小
)

〈
四
年
〉

金
賞
J

J
卜
L

仙
一汗

(羽
貯
木
沢
小
)

銀
賞
伊
牒
中
人

(羽
野
木
沢
小
)

銅
賞
雨
森
山
及
川

(羽
野
木
沢
小
)

入
選
一二
上
公
忘

(羽
野
木
沢
小
)

須
藤
博
文

(羽
野
木
沢
小
)
成
田

型
秀

(長
橋
小
)
佳
作
工
雌
存
件

(長
橋
小
)
長
内
達
矢

(羽
野
木

沢
小
)て
雌
孝
行
(羽
野
木
沢
小
)

外
崎
孝
久

(羽
野
木
沢
小
)

〈
五
年
〉

金
賞
横
嶋
里
奈
(長
崎
小
)銀
賞
ヒ

岐
安
武
(長
橋
小
)銅
賞
小
笠
原
.

成
(羽
野
木
沢
小
)入
選
石
岡
祐
幸

(長
橋
小
)
長
尾
制
之

(長
橋
小
)

青
年
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

μ
円
二-
十
日
、
佑
ヶ
正
運
動
公

闘
で
行
わ
れ
た
、
宅
日
午
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
に
は
、
消
栄
会
、

ロ
l
タ
|
ア
ク
ト
、
青
年
の
船
O

B
の
、
二
卜
歳
か
ら
一--
十
歳
ま
で

の
青
作
約
了A

卜
人
が
参
加
。
ほ
と

ん
ど
初
心
者
で
し
た
が
、
み
る
み

る
上
達
。
競
技
の
後
の
情
報
交
換

会
も
来
し
く
さ
わ
や
か
な
交
流
の

a

円
と
な
り
ま
し
た
。
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五
月
二
十
八
日
、
市
内
飯
詰
字

福
泉
の
賀
谷
吉
夫
さ
ん
方
の
水
田

で
、
平
成
五
年
度
、
新
嘗
祭
献
穀

の
田
植
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

神
明
宮
宮
司
に
よ
る
神
事
の
あ

と
、
白
装
束
に
赤
い
タ
ス
キ
、
赤

い
帯
、
豆
し
ぽ
り
に
菅
傘
を
被
っ

た
、
花
田
綾
子
さ
ん
、
成
田
恭
子

さ
ん
、
舘
山
恵
さ
ん
ら
三
人
の
早

乙
女
に
よ
り
、
 「む
つ
ほ
ま
れ
」
 

の
苗
が
一
株
、
 一
株
、
て
い
ね
い

に
植
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

地域福祉センター 」 

デイサービス開始．ノ 
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夢リーン大作戦ノ 

‘雄校ボランティア活動 

―五所川原工業高校ー 

5 平成 5年6月15日 

県
立
五
所
川
原
工
業
高
校
（
生

徒
数
八
百
三
十
三
名
、
千
葉
要
1
1
1
 

郎
校
長
）
で
は
、
五
月
二
十
二
日
、
 

全
校
生
徒
が
四
班
に
分
か
れ
、
北

斗
グ
ラ
ン
ド
周
辺
、
学
校
周
辺
、
 

青
山
荘
、
学
校
校
庭
等
、
全
校
挙

げ
て
の
、
清
掃
奉
仕
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
 

公
共
施
設
で
の
奉
仕
活
動
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
一

員
で
あ
る
こ
と
を
、
更
に
自
覚
し

て
ほ
し
い
こ
と
が
目
的
。
 

学
校
前
の
信
号
機
、
五
月
の
風

の
中
で
、
生
徒
達
は
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

（会
員
五
十
二
名
、
小
野
工

会
長
）
で
は
、
五
月
一
干
一
日
、
 

五
所
川
原
小
学
校
（
石
田
策
一
校

長
）
校
庭
西
側
に
、
ド
イ
ツ
ト
ウ

ヒ
（
ト
ド松
の
種
類
）
四
十本
（
四

十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
、
植
え
つ

け
作
業
を
し
ま
し
た
。
 

「
」の
日
は
、
五
所
川
原
農
林
高

校
林
科
の
学
生
も
応
援
、
総
勢
七

十
人
で
の
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
模
様
を
、
児
童
も
見
学
、
 

新
し
い
グ
ラ
ン
ド
の
み
ど
り
を
ま

ぶ
し
げ
に
仰
い
で
い
ま
し
た
。
 

天皇家献上米ョ7植え 

のんびり・ゆったり
楽しい1 をー。 

在
宅
虚
弱
老
人
及
び
、
寝
た
き

り
老
人
の
方
に
、
通
所
（
送
迎
バ

ス
有
）
の
形
で
、
 一
日
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
い
た
だ
く
、
デ
イ
サ
 

ー
ビ
ス
が
、
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
 

血
圧
測
定
、
入
浴
、
昼
食
等
、
 

週
に
一
日
で
す
が
、
老
人
達
は
真

新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
の
、
最
初
の

一
日
、他
の
老
人
達
と
の
会
話
も

弾
み
、
「な
ん
ぽ
あ
り
が
で
の
ー
ご

と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し

た
。
 

:事皇家電I~.，ょ来曾楢芸リ〆ン大作戦.ノ

ボランティア活動

一五所川原工業高校-

五
月
二
十
八
日
、
市
内
飯
詰
字

福
泉
の
賀
谷
吉
夫
さ
ん
方
の
水
田

で
、
平
成
五
年
度
、
新
嘗
祭
献
穀

の
田
植
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
明
宮
宮
司
に
よ
る
神
事
の
あ

と
、
白
装
束
に
赤
い
タ
ス
キ
、
赤

い
帯
、
豆
し
ぼ
り
に
菅
傘
を
被
っ

た
、
花
田
綾
子
さ
ん
、
成
田
恭
子

さ
ん
、
舘
山
恵
さ
ん
ら
三
人
の
早

乙
女
に
よ
り
、

「
む
つ
ほ
ま
れ
」

の
苗
が
一
株
、

一
株
、
て
い
ね
い

に
植
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

|地域福祉センター |

デイサービス開始.ノ

ゆったり
日を一。

のんびり
楽しい1

県
立
五
所
川
原
工
業
高
校

(生

徒
数
八
百
三
十
三
名
、
千
葉
要
三

郎
校
長
)
で
は
、
五
月
二
十
二
日
、

全
校
生
徒
が
四
班
に
分
か
れ
、
北

斗
グ
ラ
ン
ド
周
辺
、
学
校
周
辺
、

青
山
荘
、
学
校
校
庭
等
、
全
校
挙

げ
て
の
、
清
掃
奉
仕
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

公
共
施
設
で
の
奉
仕
活
動
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の

一

員
で
あ
る
こ
と
を
、
更
に
自
覚
し

て
ほ
し
い
こ
と
が
目
的
。

学
校
前
の
信
号
機
、
五
月
の
風

の
中
で
、
生
徒
達
は
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

在
宅
虚
弱
老
人
及
び
、
寝
た
き

り
老
人
の
方
に
、
通
所

(送
迎
パ

ス
有
)
の
形
で
、
一
日
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
い
た
だ
く
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
、
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

血
圧
測
定
、
入
浴
、
畳
食
等
、

週
に

一
日
で
す
が
、
老
人
達
は
真

新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
の
、
最
初
の

一
日
、
他
の
老
人
達
と
の
会
話
も

弾
み
、
「
な
ん
ぼ
あ
り
が
で
の
l
。」

と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し

た。

一椴
一
鮮
ド
ル
……山
み
を
山鞠
μ

絡
め
…

r…吟
…J
・

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

(会
員
五
十
二
名
、
小
野
工

会
長
)
で
は
、
五
月
二
十

一
日、

五
所
川
原
小
学
校
(
石
田
栄

一
校

長
)
校
庭
西
側
に
、
ド
イ
ツ
ト
ウ

ヒ
(ト
ド
松
の
種
類
)
四
十
本

(四

十
万
円
相
当
)
を
寄
贈
、
植
え

つ

け
作
業
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
五
所
川
原
農
林
高

校
林
科
の
学
生
も
応
援
、
総
勢
七

十
人
で
の
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
模
様
を
、
児
童
も
見
学
、

新
し
い
グ
ラ
ン
ド
の
み
ど
り
を
ま

ぶ
し
げ
に
仰
い
で
い
ま
し
た
。
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私
の
風
景
 

  

     

 

⑩
 

  

内
 
山
 
敏
 

夫
さ
ん
 

市
内
岩
木
町
四
）
 

「飯
詰
川
鉄
橋
付
近
か
ら

の
岩
木
山
」
 

津
軽
鉄
道
の
代
名
詞
と
も
な
っ

た
ス
ト
ー
ブ
列
車
の
ほ
か
、
風
鈴

や
鈴
虫
列
車
も
広
く
知
ら
れ
、
ロ
 

ー
カ
ル
色
豊
か
な
鉄
道
と
し
て
テ

レ
ビ
や
雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ャ
撮
影
に

訪
れ
る
人
が
多
く
、
列
車
撮
影
の

た
め
岩
木
山
を
背
景
と
し
て
適
当

な
場
所
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 

沿
線
に
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
は

あ
る
が
市
内
で
は
、
小
さ
な
詞
を

覆
う
よ
う
に
松
・
楓
四
、
五
本
が

森
を
な
し
て
青
田
の
中
に
島
の
よ

う
に
浮
か
び
、
遠
く
残
雪
の
岩
木

山
の
全
容
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来

る
こ
の
付
近
か
ら
の
風
景
を
最
も

美
し
い
と
推
賞
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
 

r
 

亘
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

タ
風
の
走
る
植
田
や
波
散
光
 

内
山
 
濡
村
 

ひ
と
り
の
む
八
十
八
夜
の
茶
を
う

す
く
 
対

馬
 
障
子
 

難
な
き
や
今
年
南
天
花
お
そ
し
 

天
内
 
酒
仙
 

芦
野
園
葉
桜
と
な
り
小
鳥
舞
う
 

高
橋
 
鉄
輪
 

娘
が
語
る
父
の
愛
情
桜
桃
忌
 

坂
田
 
雑
人
 

タ
映
え
の
燃
ゆ
る
城
鉦
の
花
吹
雪
 

小
野
 
雪
村
 

蒲
公
英
や
貧
し
き
父
を
越
え
ら
れ

ず
 

工
藤
 
仙
峯
 

落
書
の
汽
車
こ
こ
に
あ
り
帰
省
す

る
 

渋
谷
 
房
子
 

恩
師
に
は
桜
満
開
叙
勲
栄
ゆ
 

三
和
 
千
晋
 

亡
き
母
の
中
に
生
き
て
る
桜
か
な
 

大
屋
久
美
子
 

山
つ
つ
じ
真
紅
に
燃
え
て
駅
包
む
 

敦
賀
 
栢
村
 

赤
り
ん
ご
花
開
く
日
の
幸
あ
り
ぬ
 

三
和
 
堕
村
 

平成 5年6月15日 6 

在
宅
寝
た
き
り
老
人
介
護
者
へ

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
 

五
所
川
原
市
で
は
、
平
成
五
年
 
月
以
上

継
続
し
て
い
る
方
の
こ
と

度
か
ら
在
宅
ね
た
き
り
老
人
及
び
 
で

す
。
 

介
護
者
に
対
し
て
見
舞
品
及
び
慰
 
介

護
人
と
は
、
ね
た
き
り
老
人

労
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 
の
扶
養
義
務

者
そ
の
他
の
方
で
、
 

し
た
。
 

ね
た
き
り
老
人
と
同
居
し
て
介
護

ね
た
き
り
老
人
と
は
、
市
内
に
 
し

て
い
る
方
の
こ
と
で
す
。
 

住
所
を
有
す
る
満
六
十
五
歳
以
上
 

該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く

の
方
で
一
日中
ほ
と
ん
ど
床
に
臥
 

だ
さ
い
。
 

し
て
お
り
、
食
事
、
用
便
、
入
浴
 

マ
申
請
及
び
間
い
合
わ
せ
 

な
ど
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、
 

五
所
川
原
市
福
祉
事
務
所
高
齢

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
が
五
カ
 
者
対
策
課
 
各
支

所

（
内線
三

〇
）
 

（善
意
の
花
か
ご
）
 

⑥
教
育
委
員
会
へ
 

〇
江
良
産
業
岡
（
毘
沙
門
字
熊
石
二
八
 
一
、
江
良
力
代
表
）
井
第
四
 

中
学
校
生
徒
用
図
書
購
入
費
と
し
て
四
十
万
円
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
坂
上
良
枝
氏
（
福
山
字
広
富
）
廿
三
万
円
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
「
の
ぶ
子
」
 
（川
端
町
）
廿
二
万
六
千
三
百
三
十
五
円
 

＠
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
 
へ
 

〇
天
理
教
西
北
第
一
支
部
（
土
岐
文
昭
代
表
）

廿
清
掃
（
園
内
外
窓
ふ
 

き
）
奉
仕
 

〇
津
軽
」
味
線
「
滝
栄
会
」
 
（大
村
滝
雄
代
表
）
廿
津
軽
三
味
線

・
踊
 

り
・
民
謡
 

〇
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
小
野
潤
一
代
表
）

廿
提
灯
 

及
び
照
明
器
具
一
式
、
紅
白
幕
三
枚
組
一
式
 

〇
太
子
食
品
工
業
岡
五
所
川
原
営
業
所
（
倉
内
豊
美
代
表
）
廿
刺
身
こ
 

ん
に
ゃ
く
二
十
個
 

r
 

一私
の
風
景
…⑩
 

内

敏
夫
さ
ん

(市
内
岩
木
町
四
)

山

「
飯
詰
川
鉄
橋
付
近
か
ら
の
岩
木
山
」

津
軽
鉄
道
の
代
名
詞
と
も
な
っ

た
ス
ト
ー
ブ
列
車
の
ほ
か
、
風
鈴

や
鈴
虫
列
車
も
広
く
知
ら
れ
、
ロ

ー
カ
ル
色
豊
か
な
鉄
道
と
し
て
テ

レ
ビ
や
雑
誌
の
グ
ラ
ピ
ヤ
撮
影
に

訪
れ
る
人
が
多
く
、
列
車
撮
影
の

た
め
岩
木
山
を
背
景
と
し
て
適
当

な
場
所
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

沿
線
に
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
は

あ
る
が
市
内
で
は
、
小
さ
な
洞
を

覆
う
よ
う
に
松
・
楓
四
、
五
本
が

森
を
な
し
て
青
田
の
中
に
島
の
よ

う
に
浮
か
び
、
遠
く
残
雪
の
岩
木

山
の
全
容
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来

る
こ
の
付
近
か
ら
の
風
景
を
最
も

美
し
い
と
推
賞
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

在
宅
寝

慰霊
労伝

説
義主
主事
す'、

五
所
川
原
市
で
は
、
平
成
五
年

度
か
ら
在
宅
ね
た
き
り
老
人
及
び

介
護
者
に
対
し
て
見
舞
品
及
び
慰

労
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ね

た
き
り
老
人
と
は
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
渦
六
十
五
歳
以
上

の
方
で
一
日
中
ほ
と
ん
ど
床
に
臥

し
て
お
り
、
食
事
、
用
便
、
入
浴

な
ど
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
が
五
カ

月
以
上
継
続
し
て
い
る
方
の
こ
と

で
す
。

介
護
人
と
は
、
ね
た
き
り
老
人

の
扶
養
義
務
者
そ
の
他
の
方
で
、

ね
た
き
り
老
人
と
同
居
し
て
介
護

し
て
い
る
方
の
こ
と
で
す
。

該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

V
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ

五
所
川
原
市
福
祉
事
務
所
高
齢

者
対
策
課
各
支
所
(
内
経

二
O
)

信
晴
ゆ
防
防
ば

@
教
育
委
員
会
へ

O
江
良
産
業
側

(毘
沙
門
字
熊
石
二
八
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一
、
江
良
力
代
表

)
l第
四

中
学
校
生
徒
用
図
書
購
入
費
と
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で
四
十
万
円

@
社
会
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O
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上
良
枝
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(
伺
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広
富
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1三
万
円

O
ス
ナ
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ク

「の
ぷ
子
」

(
川
端
町
)
l
二
万
六
千
三
百
三
十
五
円

@
老
人
ホ
l
ム

「く
る
み
園
」
へ

O
天
理
教
西
北
第
一
支
部

(
土
岐
文
昭
代
表

)
H清
掃
(
圏
内
外
窓
ふ

き
)
奉
仕

O
津
軽
三
味
線

「滝
栄
会
」

(大
村
滝
雄
代
表

)
1津
軽
三
味
線

・
踊

り

・
民
謡

O
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(小
野
潤

一
代
表

)
l提
灯

及
び
照
明
器
具

一
式
、
紅
白
幕
三
枚
組

一
式

O
太
子
食
品
工
業
側
五
所
川
原
営
業
所

(倉
内
豊
美
代
表

)
1刺
身
こ

ん
に

ゃ
く
二
十
個
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タ
風
の
走
る
植
田
や
波
散
光

内

山

活

村

ひ
と
り
の
む
八
十
八
夜
の
茶
を
う

す

く

対

馬

障

子

燥
な
き
ゃ
今
年
南
天
花
お
そ
し

一
大
内
酒
仙

芦
野
園
葉
桜
と
な
り
小
鳥
舞
う

高

橋

鉄

輪

娘
が
語
る
父
の
愛
情
桜
桃
忌

坂

田

雑

人

夕
映
え
の
燃
ゆ
る
城
駈
の
花
吹
雪

'
い
手
J

-Fヨ
1

・キゴ

ノ
4

閉
£

雪

'

干

蒲
公
英
や
貧
し
き
父
を
越
え
ら
れ

ず

工

藤

仙
率

落
書
の
汽
車
こ
こ
に
あ
り
帰
省
す

る

渋

谷

房

子

恩
師
に
は
桜
満
開
叙
勲
栄
ゆ

三
和

千

寄

亡
き
母
の
中
に
生
き
て
る
桜
か
な

大
屋
久
美
子

山
つ
つ
じ
真
紅
に
燃
え
て
駅
包
む

敦

賀

柏

村

赤
り
ん
ご
花
開
く
日
の
幸
あ
り
ぬ

三
和

室

村



新しい図書が入りました。 	 市立図書館 

書 	 名 著 者 名 書 	 名 著 者 名 

津 	軽 	の 	農 	書 葛 西 善 さ 	よ 	な 	ら 	サ 	ン 	ボ エリザべス・へイ 

仰げば尊し我が教え子の恩 佐 藤 き む 無 頼 の 河 は 清 例 な り 
”
津
 
べ

辺
 
け

成
 
刈

徳
 

志 あ り せ ば 吉 田 松 陰 奈良本 辰 也 き 	 も 	 の 幸 田 	文 

テ 	ム 	ズ 	と 	と 	も 	に 徳 仁 親 王 内 	田 	百 	聞 	と 	私 中 村 武 志 

火星に魅せられた人びと 
ジョン・ノーブル 
ウイルフオード 佃 	島 ふ、 	た 	り 	書 房 

デ出
 
ク

久
 
ネ

根
 
”

達
 

ロ
白
ハ
 
ウ

R
P
 
 

楽しんで作った心にかなう住まい 林 	孝 還 	ら 	ぬ 	鴨 刈
望
 

西
 
村
 

彫 	金 	の 	技 	法 小 川 千恵子 花 	 野 村 田 喜代子 

思 	考 	論 	理 	学 橋 本 	治 西 	鶴 	人 	情 	橋 吉 村 正一郎 

生 と 死 の 解 部 学 養 老 孟 司 貧 	乏 	仲 	間 立 松 和 平 

二二、 二 六 事件 研 究 資 料 松 本 清 張 夫 婦 は 一 生 懸 命 橋 田 寿賀子 

ボ 	ラ 	ン 	テ 	イ 	ア 金
 
子
 
“

郁
 
“

容
 

お 	と 	な 	の 	論 	理 」
諸
 
イ
井

薫
  

21世紀の難間に備えて（上・下） 
ポール・ 

ケネデイ 
行 	き 	っ 	け 	の 	店 山 口 	瞳 

きみのまちの問題の解き方 
超都市化問題 

研究会 私 	の 	引 	出 	し 吉 村 	昭 

L e t ・ S 	弁 	護 	士 ）錦
 
れ
織
 
』

淳
 

夢 	は 	枯 	野 	を 伊集院 	静 

う 	わ さ の 遠 近 法 松 山 	巌 砂 	の 	上 	の 	雲 ガブリエッテ・
デ・フエラーリ 

わ た し の 「生 活 大 国」 藤 原 作 弥 へ ミ ン グ ウ エ イ 
釣 文 学 全 集（上・下） 

アーネスト・ 
へミングウエイ 

死ぬまでになすべき こ と 「
式
 
タ

田
 

》不
・
 
日
 

子
 

一 月 の 冷 た い 雨 L・R・ライト 

読むだけで美味しし、はなし 小 林 カッ代 ア メ リ カ の 小 さ な 町 
トニー・ 

パーカー 

雛 	と 	雛 の 物 語 	り 藤 田 順 子 南仏プロ ヴアンスの 12 か月 ピーター・ 
メイノレ 

い
つ
の
頃
か
ら
、
こ
ん
な
に
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
花
な

ら
、
殆
ど
好
き
で
す
。
 シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
、
ク
ン
シ
ラ
ン
、
ウ
チ
ョ

ウ
ラ
ン
、

ツ
バ
メ
オ
モ
ト
な
ど
、
今
、
家
の
中
に
は
、
二
百
五
十
鉢

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
花
を
植
え
る
た
め
に
用
意
し
た
畠
に
は
、
ボ
タ

ン
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
 

特
に
好
き
な
花
と
い
っ
た
ら
、
ボ
タ
ン
で
す
ね
。
 
「百
花
の
王
」
 

の
優
雅
な
風
格
で

し
ょ
う
か
。
 

花
は
、
毎
日
一

つ
ー
つ
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
花
の
表
情
で
、
今
、
 

水
と
か
、
光
と
か
、
何
が
ほ
し

い
の
か
、
わ
か
る
ん
で
す
よ
。
 

無

）u
④
ボタ
 

鈴木せつ子さん 

（小曲・沼田） 

ボタン 
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lを :1'， J時f有名 よれ 著者名

f柱 事基 σコ ~ ~ I t: 4主丙普ー さ よ な ら サ ン ボ エリザ、ベス・へイ

仰げば尊し我が教え子 の恩 佐藤きむ 無頼の M は r，';.i;YIJ なり
サ湾ワ 辺へ 成ンゲ 徳ノ

;-J.;ありせば 8 F11松陰 奈良.4: 1反山 き も 。コ 幸四 文

フー A ス と と も 十こ 徳仁親王 r--J 国 行 |制 と 1'L 中村武忘

火星に魅せられた人びと
ジョン・ノ ブ、ノレ

イEU J島 右3 た り 房
山ァ久ク根ネ 達タツ 郎ロフ

ウィノレフォード

楽しんてー作った心にかなう住まい 林 4宇 道i ら ぬ 在1J 西村
ポ望ウ

L司5 金 の 技 法 小川千忠一子 」乞 出子 中J. EA 喜代子

，官、 考 論 理 学 僑本 治 西 世ifJ 人 haf 橋 吉村正一郎

生 と 5iE の 角平 音jl ρ且「ー 養老孟司 貧 戸4吋F二 イ'1' !日1 立松和平

二六 事件研究資料 松本的張 夫 品吉 は: よl三 懸 命 橋田寿賀+一 、

ボ フ ン フー イ ア 金 チ 郁イク 容ヨウ お と な σコ '三予"ιfl' 理 モ諸ロ jイ|ニ 紫

21世紀の難問に備えて(上 ・下)
ボーノレ・

イ'丁ー き Jコ け の T.tミ IU 口 H喧ケネデイ

きみのまちの問題の解 き方
超都市化問題

平ム の 51 出 し 吉村 1l~1 研究会

L e t ' S 弁 言護 ゴ: 錦ニンキ才織リ 7淳ツシ 宅5・ は J十戸ー 里子 を 伊 集 院 古市?

フ わ さ の 1占註 近 法 松山 激 砂 の 上 σコ '三
-E
『Z忌-ミ

ガブリエッァ ・
デ・フエラーリ

わたしの 「生活大国 J 藤 原 作 弥 ヘミングウ全ェ集イ
アーネスト ・

釣文学 (上 ・下) へミングウェイ

死ぬまでになすべきこ と 式シ〆キ 田タ 和 一子 月 の 冷 た U、 雨 L'R'ライト

読むだけで美味しいは なし 小林カツ代 アメ リカの小さな町
ト一一・

バーカー

雛 と 雛 の 物 言岳 り 藤 m I煩 t二 市仏プ ログ ァン スの 12か 月
ピーター・

メイノレ

新しい図書が入りました。

「ボ
タ
ン
」

(牡
丹
)

鈴木せつ子さん

(小曲・ 沼田)

い
つ
の
頃
か
ら
、
こ
ん
な
に
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
花
な

ら
、
殆
ど
好
き
で
す
。
シ
ン
ピ
ジ
ュ

l
ム
、
ク
ン
シ
ラ
ン
、
ウ
チ
ョ

ウ
ラ
ン
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
な
ど
、
今
、
家
の
中
に
は
、
二
百
五
十
鉢

ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
花
を
植
え
る
た
め
に
用
意
し
た
自
に
は
、
ボ
タ

ン
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

特
に
好
き
な
花
と
い

っ
た
ら
、
ボ
タ
ン
で
す
ね
。

「百
花
の
王
」

の
優
雅
な
風
格
で
し
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う
か
。

花
は
、
毎
日

一
つ
一
つ
目
を
通
し
て
い
ま
す
。
花
の
表
情
で
、
今
、

水
と
か
、
光
と
か
、
何
が
ほ
し
い
の
か
、
わ
か
る
ん
で
す
よ
o

a
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受講者を募集します］ 

「思春期教室」 
」思春期の特徴・心とからだの発達や、家庭に

おける性教育のあり方等につレvての学習会です。 

ぜひ一緒に学習してみませんかク 

＞学習内容について 

開催 日 内 	 容 

(1回目） 
7月15日（木） 

13 	日寺 
5 

15時30分 

講義 
「な1芭思春期保健なのか」 
講義 
「思春期のからだの変化と病気」 

(2回目） 
7月20日（火） 

13 	日寺 
5 

15時30分 

講義 
「思春期の男子のからだと性を知る」 
座談会 
「家庭での性教育のあり方」 

(3回目） 
7月27日（火） 

13 	日寺 
5 

15時三30分 

講義 
ら思春期のこころを知る」 
議義 
「思春期の食事と栄養」 

＞場所 I 五所川原保健所会議室 

＞対象】ノ」、学校高学年生及び中学生をもつ親 

(J30人）（できれば 3回継続できる方、 1回でも可） 

>受講半に無 米斗 

）申し込み】7月8 日（木） 五所川原保健所 

健康土曽進課 j戎田まで 雪34 - 2108 

五所川原おやこ劇場 

〈第29回合同例会〉 
）日 時 7月 6 日（火） 6時30分開演 

ン会 場 五所川原市民文化会館 

ン公演内容 人形劇団 プーク 

戸 	きFD轟森 thW 
原作／馬場のぼる （こぐま社刊） 

馬場のぼるの絵本の世界は、 大変コ 

ーモラスでありながら人間の深層心理を

をみすかした鋭さがかくされています。 

日本の民話的な世界を下敷にした、 日月

るく楽しい舞台です。 

〇毎月1人800円で、舞台劇、音楽、人形劇など

観られます。(3歳以下は無料です）観劇のマ

ナーも小さい時から自然に身につけさせたい

ものです。 

お問い合わせ、お申し込みはお気軽に 

事務局へ。 

〇五所川原おやこ劇場事務局 雪34-2170 

（五所川原市本町一50の4 東奥日報支局4 F)  

五所川原保健所 

「在宅療養看護教室」 
レ募集対象 I ねたきり者を抱えている家族及び 

将来家族の介護にあたると思われる方。 

＞内 容 

催 
数 日 程・時間 内 	 容 

1
  

H 一 5.7.1 
(13 : 00'15 

（木） 
: 30) 

開講式 
オリエンテーション 
講話「骨粗しよう症の予防」 
リフレッシュ体操 

。
ノ］
  

H.5.7.12 
(13 S 0O-15 

(月) 
: 30) 

家庭看護法（実技） 
・排池の世話 ・洗髪の仕方 

n
J
 
 

H.5.7.27 
(13 : 0O'-15 

(火) 
: 30) 

救急法 
・発作時の応急手当 
・蘇生法 

月
佳
  

H .5.8.9 
(13 】 00-15 : 30) 

施設見学 
五所川原市地域福祉センター 

意見交換 
福祉サービスの活用等 

に
）
 
 

H.5.8.24 
(10 : 00--13 

(k) 
: 00) 

調理実習 
調理の工夫でおいしく食べよう 

懇談会 
閉講式（修了証書交付） 

）場 所『五所川原保健所会議室 

ン受講料】無 料 

ン申し込み先】五所川原保健所健康増進課 

保健婦佐藤（"34 - 2108）申し込み期日 平成 5年 6 

月28日（月）まで ※尚、定員になった時は締め切らせていただきます。 

生活福祉講座 
生涯生活設計の中で、身近なポ月題として 

「いのち」について考えてみませんカ、 

演題「日本人の死生感について」 
～縄文の世界とのつながり～ 

〇講師 五所川原保育園 園長 

葛西恒悦先生 

C日時 月勺戎 5 年7 月 3 日（土）14 : 00---15 5 00 

〇場所 五所川J京市働く婦人の家 

3 階ホーノレ 

C）受講料 無 料 

C）主催 五所川原市働く婦人の家 

r- 生 Ij 」募集ク 
たく さ／tノのィ中間といつしよに 

心、と身ィ本を鍛えよう / 

>対 象 小学生 

＞練習日 毎週月、水、金 

>a寺 間 午後 6時～7 時まてニ 

ン場 所 二道会館 

＞問い合わせ先 

五所川原剣道協会 ”35 一 7107 

（五所川原市本町27-1 小野） 

'I 

平成 5年 6月15日 8 

「受講者を募集しますっ

「J思春期教室」
思春期の特徴・心とからだの発達や、家庭に

おける性教育のあり方等についての学習会です。

ぜひ一緒に学習してみませんか//

じ>学習内容について

|非jイ在日 F人j 容

C1[司自) 講義
7月15日(本) 「なぜ思春期保健なのかJ
13 a寺 講義

15日寺130壬云 「思存期のからだの変化と病気」

(2戸l目) 講義
7月20日(，x.) r)忠、平手WIの反}-{-のからだと性を知るJ
13 日寺 座談会

15s寺30づま 「家庭での性教育のあり方」

(3同日) 講義
7月27日ωd 「思春期のこころを知る」
13 a寺 議義

15A寺30づ長 「思春期の食 'Jr.と栄養」

仁〉場所 五所川原保健所会議室

じ>対象 小学校高学年生及び中学生をもっ親

(車勺30人) (できれば 3回継続できる力、 11μlでも可)

じ〉受講料 無 料

じ>申し込み 7月 8日(木) 五所川原保健所

健康増進課成固まで 宮 34-2108 

五所川原おやこ劇場

く第29回合同例会〉
じ〉日時 7月 6日(火) 6時 30分開演

じ〉会場 五所川原市民文化会館

じ>公演内容人形劇団 プーク

警?ゐ森@凶w
原作/ 馬場のぼる〈こぐま社干11)

馬場のほるの絵本の世界は、大変ユ

ーモラスでありながら人聞の深層心理を

をみすかした鋭さがかくされています。

日本の民話的な世界を下敷にした、明

るく楽しい舞台です。

0毎月 1人 800円で、舞台劇、音楽、人形劇など

観られます。 (3歳以下は無料です)観劇のマ

ナーも小さい時から自然に身につけさせたい

ものです。

お問い合わせ、お申し込みはお気軽に

事務局〈。

0五所川原おやこ劇場事務局宮34-2170 

(五所川 原市本町50の4東奥日報支局 4F) 

五所川原保健所

「在宅療養看護教室」
じ>募集対象 :ねたきり者を抱えている家族及び

将来家族の介護にあたると思われる方。

じ〉内容

IJfHfr; 
円 程 ・ lI.'t1m 内 容川敬

IJfl講式
H .5.7.1 (木) オリエンテーション

1 (13 : 00~15 ・ 30) 講話 r1'1"粗しよう症の i'Ii}jJ

リフレッシュ体操

2 
1I.5.7.12 (月) 家庭看護法(実技~M-"'/ 1. 1..1 
(13 : OO~ 15 : 30) -排t世の"jlt話 -洗髪のイI:)j

H.5.7.27 (火)
数急L法

3 -発作時の応急手当(13 : OO~ 15 : 30) 
-蘇生法

施設見学

4 H.5.8.9 (月) 五所川原市地域福祉センター
(13 : OO~ 15 : 30) 意見交換

福祉サービスの活用等

調理実習

5 
H.5.8.24 (火) 調理の工夫でおいしく食べよう
(10 : OO~ 13 : 00) 事j量.t!.'はき"κI<Lコg、; 

開講式(修了証占交付)

c>場 所 五所川 原 保 健 所 会 議 室

じ〉受講料無料

じ〉 申し込み先 五所川原保健所健康増進課

保健婦佐藤(宮 34-2108)申し込み期日平成5年6

月28日(月)まで ※尚、定員になった時は締め切らせていただきます。

|生活福祉講座 |
主主流生活設計の中で、身近な問題として

「し、のち」について考えてみませんか。

演題「日本人の死生感について」
~縄文の世界とのつながり~

0講師 五所川原保育闘闘長

葛西恒悦先生

0 日 時 平成5年 7月 3日(ゴ二)14: 00~15 : 00 

。場所 五所川原市働く婦人の家

3階ホーノレ

0受講料 無料

0主催 五所川原市働く婦人の家

「少年剣士」募集;ノプ
たくさんの仲間といっしょに

心と身イ本を主段えよう/

じ〉対象 小学 生

じ〉練習日 毎週月 、水、 金

じ〉時間 午後 6 時~7 時まで

じ〉場 所 三道会館

じ〉問い合わせ先

五所川原剣道協会 宮 35-7107 

(五所川原市本町27-1小野)

平成5年6月15日 8 



第13回定期発表会 

オガワ〈移劣頭〉スタジオ 

）日 時 平成 5年 7月18日（日） 

開演・ZF後 2H寺 

ン場 所 五所川原市中央公民館

＞入 場 無 料 

市民プールを開設します 
う開設日 7 月 3 日～8 月31日 （ 8月13Ilはホう

盆のため臨時休場とします）ーただし、天候

等により遊泳できないときは休場します一 

＞利用料金 

区 	分 一 	般 高校生 幼
中
 
児
学
 
司

生
 

共
 

同
 

個
 
人
 

 4
1
 
 回
  

206円 103円 51円 

回 	数 	券 
(6回） L030円 515円 257円 

団 	体 
(30人以上1人1回） 103円 51円 25円 

専
 

用
 

午 前 
(9 :0O-12:00) 3,090円 

午 後 
(1 	:OO-6 :0(J) 4,120円 

1
く
 
日

0
  

a
J
 

、
  0
 
6
 
0
 
0
 

 

6,180円 

コインロッカー（ 1回） 10円 

〇利用者は、つり銭のいらぬようご準備願いま 

す。 

※注意事項 

①小学校 3年生以下の児童及び幼児について1ま、 

成人のイ寸添いが必要です。（付一添い1人につき、 

市歴史民俗資料館特別展 

「縄文への誘い」 
観音林遺跡（市内松野木）から発掘された土

器、石器等の展示をいたします。 

近くの菊ケ丘水郷公園では、花菖蒲が咲きIま

こっております。お気軽においでください。 

）日時 7月 3 日～18日午前 9時～午後 4時

ン場所 五所川原市歴史民俗資料館 

）入館料 一般206円、高・大学生103円、小・中

学生51円（20人」』太上は、団体割引があります） 

但し、 3日（土）-'-4日（日）は 無 料 です。 

＞休館日 月曜日 

ン主催 五所川原市教育委員会 

（財）五所川原市自治振興公社 

子供2人まで） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コインロッカーをご利 

用ください。 

④プールに入る前に準備体操とシャワーの使用 

をお忘れなく。 

（心臓マヒや、筋肉のケイレンを防止します。） 

⑤ちょっとのいたずらが大きな事故のもとにな 

ります。 

プールの中で悪ふざけはいけません。 

⑥水泳で50 m泳いだ時の疲労度は、陸上競技の 

lOOm競争に匹敵するといわれています。 

15分水泳を楽しんだら 5 分間の休憩を必、ず I 
とりましょう。 

⑦飛び込みは、一切禁止しています。 

⑧プールでは、l必ず監視人の指示に従ってくだ 

さレ、。 

＠お問い合わせ先 

五所川原市教育委員会社会教育課 

（内線248) 

美しい音楽で、心ゆたかに― 

五所川原少年少女合唱団員募集！ 
ン活動 ・毎月第2 ・第4土曜日、午後 2時～ 

4時まで合唱練習（場所 市中央公民館） 

・年1回の定期演奏発表会 

・各種演奏会への参加 

ン入団資格 市内小学校3年～中学校 3年生 

＞留意事項 指揮者 坂崎隆浩氏（市合唱連盟 

理事長） ・会費 月1,000円 

）申し込み締め切り 6月30日 （水） 

レ問い合わせ 

市教育委員会社会教育課（内線248) 

-きー→十土‘己＝1 働く婦人の家 
茶花教室 余化季うく至  ーー受講生募集 

（自然の花から 奥床しいお茶へ） 

）日時 6月22日（火）午後 6時30分～ 8U寺30分 

＞募集人員 20名 

）対象の方 

市内に住所、または勤務先を有する女性 

）締め切り日 

先着順で定員になり次第締め切ります 

＞受講料 無料（材料代は各自負担願います） 

ン持参するもの ハサミ、花つつみ、花器（カゴ等） 

>申し込み及び間い合わせ先 

新町働く婦人の家（でんわ 35 - 8898) 

I 

9 平成 5年6月15日 

市民プールを開設します
b開設日 7 月 3 日 ~8 月 31 日 (8 月 13 日はお

盆のため臨時休場とします)ーただし、天候

等により遊泳できないときは休場しますー

仁>利用料金

μ: ノノ') 般 凶i校生
幼児、小、
rl'"f:!1三

1司 人
206P-1 

共
(1制)

103111 51P-I 

l"l 
(6数和1)

券 1 ，030PI 515円 257PI 

1，;1 

団(30人以上I人1[;>1体) 103111 51円 25ドl

4千
午(9前00~12 • 00) 3，090円

午後
1 OO~ 6 .00) 4，120PI 

用
1 日
(9 • OO~ 6 • 00) 6，180円

コインロッカー(1JI:l]) 10円

0利用者は、つり銭のいらぬようご準備願いま

す。

※注意事項

①小学校 3年生以下の児童及び幼児については、

成人の付添いが必要です。(付添u、1人につき、

市歴史民俗資料館特別展

「縄文への誘い」
観音林遺跡(市内松野木)から発掘された土

器、石器等の展示をいたします。

近くの菊ヶ丘水郷公園では、花菖蒲が咲きほ

こっております。お気軽においでください。

b日時 7 月 3 日 ~18 日 午前 9 時~午後 4 時

b場所 五所川 原市歴史民俗資料館

仁>入館料 一般 206円、高 ・大学生103円、小 ・中

学生51円 (20人以上は、 団体割引があります)

但し、 3 日(土)~4 日〈日〉は無料です。

じ〉休館日 月曜日

b主催 五所川原市教育委員会

(財)五所川原市自治振興公社

第13固定期発表会

オガワ 〈ZZUZ〉スタジオ

b日時 平成 5年 7月 18日(日)

開演 ・午後 2時

b場 所 五所川原市'1'央公民館

b入場 無料

9 平成5年6月15日

一子供 2人まで)

②幼児は、幼児専用 プーノレをご利用ください。

③着替え等については、コインロッカーをご利

用ください。

④プーノレに人る前に準備体操と シャワーの使用

をお忘れなく。

(心臓マヒや、筋肉のケイレンを防止しまプ仁)

⑤ちょっとのいたずらが大きな事故のもとにな

ります。

プーノレの仁l'で悪ふざけはいけません。

⑤ 水泳で、50m泳 u、だ時の疲労度は、陸上競技の

100m競争に匹敵するといわれています。

15分水泳を楽しんだら 5分間の休憩を必ず

とりましょう。

⑦飛び込みは、一切禁止しています。

③プーノレで、は、必ず監視人の指示に従ってくだ

さし、。

@ お問い合わせ先

五所川原市教育委員会社会教育課

(内線248)

美 しい音楽で、心ゆたかにー

五所川原少年少女合唱団員募集f
じ〉活動 ・毎月第 2 ・第 4土曜日、 午後 2時~

4時まで合唱練習(場所 市中央公民館)

-年 11亘の定期演奏発表会

-各種演奏会への参加

じ>入団資格 市内小学校 3年 ~ 中学校 3年生

じ〉留意事項 指揮者坂崎隆浩氏(市合唱連盟

理事長) ・会費月 1，000円

じ>申し込み締め切り 6月30日(水)

b問い合わせ

市教育委員会社会教育諜(内線248)

l ーサ教~ I 働く 婦人の家
余化 主 | 受講生募集

〈自然の花から奥床しいお茶へ〉

b日時 6 月 22 日(火)午後 6 時30分~8 時30分

b募集人員 20名

仁〉対象の方

市内に住所、または勤務先を有する女性

仁>締め切り日

先着順で定員になり次第締め切ります

じ>受講料 無料(材料代は各自負担願います)

仁〉持参するもの ハサミ、花つつみ、花器(カゴ等)

b申し込み及び問い合わせ先

新聞丁働く婦人の家(でんわ 35-8898) 
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学生のみなさん 
国民年金の 

加入手続きはお済みですか 

密 4 4 4 4 需需需密 歯需密密ま密密歯密需密密 

富身も心もさっぱりする 意 

窮 健康相談室へどうぞ 覧 
密密密 4 4 4 4?密 4 4 4 4 4 歯 4 需 4 4 4 曲需歯 

＞対象：五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

＞内容：血丑沫目談、病気の相談、心の相言炎 

ン料金】無 料 

）持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

保健婦力沫需炎に応じます 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター 6 月250 13 : 00- 
敷島 （金） 15 : 00 

坂 ノ 上 集 会 所 
6月29日 
（火） 

12 : 30- 
13 】 30 

浅 井 公 民 館 
6月30日 
（水） 

10 : 00--- 
12 : 00 

南 新 集 会 所 
7月 1日 
（木） 

12 : 30'- 
13 : 30 

中崎保健協力員 7月 1日 10 : 30- 
成田葉子宅 （木） 12 : 00 

沖 飯 詰 集 会 所 
7月 6 日 
（火） 

10 】 30 ---- 
12 : 00 

コミュニテイセンター 7月 7 日 10 : 30- 
中川 （水） 12 】 00 

福井保健協力員 7月 7 日 13 】 00--- 
小野松江宅 （水） 14 : 00 

一 野 坪 集 会 所 
7月 7 日 
（水） 

12 : 30- 
14 】 00 

豊 成 公 民 館 
7月 9 日 
（金） 

13 : 00--- 
14 : 00 

， 相談する事で自分らしく生き生きしタ毎日を

過こジせるようお話を伺つていきたいと」Iきレってい 

ます。気軽にご利用ください。  

>場所 市保健センター（新町バス停前） 

ン時間 受付12 】 30から 

健診12 : 45から15 : 00までの予定 

）持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

3歳児には個人通知いたします。同封のアンケート 

に記入して、尿を小ビンに入れて持参ください。 

※注意① 3 カ月健診に来れなかった方は、神経芽細胞 

腫（小児がん）の検査セットを、母子健康手帳を持 

参のえう保健環境課窓口にもらいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さんは 

ご遠慮ください。 

③健診の時は、おやつはご遠慮ください。 

④不明な点は、保健環境課にお問い合わせくださ 

'I \ 

月 齢 対象児 期 	日 、
王
 

h与
 
丙
『
 

容
  

3カ月児 
115年 
3月生まれ 

H5年 
7月13日因 

小児科診察，神経芽細胞腫セッ
ト配布、育児情報交換等 

6 カ月児 
H4年 
12月生まれ 

7月20日因 離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
114年 
6 月生まれ 

7月26日囲 育児情報交換 
発達相談等 

1 歳 
6 カ月児 

H4年 
1 月生まれ 

7月27日因 
小児科・歯科診察 
丈夫な歯と顎になるためのお話 

3 歳児 
一
  
ー
 

」千
生
 

っ
山
口1
-
i
 

＋
よ
 

れ
  

7月15日困 小児科・歯科診察、尿検査
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター 

“母と子の相談日”（第 1. 3金曜日） 

e活排水で川や湖が汚れていまり 
)II や j胡ヤつ海の水をきれいにするた（めに私たち
にて了きること。 

@)j充しのなかに糸田かい
目の三角かごなどを

置いて、言周理くずや
食べ残しなどを j充さ
ないようにしましよ 

@)’由はそのまま j充さないてI,、 
新聞li氏などにすいこませて
ごみと して出します。 

弾G祢 
@）調理くずや食べ残しは、 」二

に埋めると自然に分解され

ます。 そのあと月巴半斗として
もイ吏えます。米のとぎ汁な

ども月巴半斗となります。 

@）洗剤は、 量をはかって使い
すぎないようにしましよう。 

@）三角コーナー等に廃ス トツ

キ・ングをィ吏用することて二有

機物の除去ができます。 

う。 う。 
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すぐ 吹くすく健診
c>場所 市保健センター(新f!lJバス停前)

じ〉時間 受付12:30から

健診12:45から15:00までの予定

じ〉持参するもの 付子健康手帳、パスタオル

3歳児には伊l人iITi知いたします。同封のアンケー卜

に記入して、尿をノトビンに入れて持参ください。

※注意① 3ヵn健診に来れなかったみは‘神経芽細胞

11重(小児がん)の検査セットを、母一千健康手1I振を持

参のえう保健f，rt境課窓 11にもらいにきてください。

②病気療養中 (特に伝染性の病気)のおチさんは

と遠慮ください。

③健診の11#は、おやつはこ遠慮ください。

④不Iljlな点は、保健環境課にお問い合わせくださ

レ、。

**決ずtずt**づきずdf***db*******db
等 身も心もさっぱりする 護
委 健康相談室へどうぞ 震
**********db**db*決**dbずf**
b対象 ー五所川 原にお住まいの方で、こ (1身及

び家族の身体ぐあいの事で心配されているブJ

b内容 血圧相談、病気の相 談、心の相 談

じ>料金 :無料

じ〉持参するもの 健康手帳(お持ちのノゴ)

保健婦が相談に応じます

月齢 対象児 期 日 主 な 内 d廿v 

3ヵ凡児
日5年 H5年 小児科診察、神経芽細胞腫セッ
3月生まれ 7月13日以) ト配布、育児情報交換等

6ヵ月兇
H4年

7月20日以)
離乳食の試食

12月生まれ 発達相談等

1歳児
H4年

7月26日(月)
育児情報交換

6月生まれ 発達相談等

1歳 H4年
7月27日伏)

小児科 ・歯科診察
6ヵ月兇 l月生まれ 丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳児
H2年

7月15日(対 小児科 ・歯科診察、尿検査
l月生まれ 視聴覚検査等

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター

“J:土と子の相談日"(第 1、 3金暇日)

4生活排水で)11や湖が汚れています〉
川や湖や;毎 の水 をき れい にす る た めに私た ち

に で き る こ と。

。 流しのなかに細かい

自 の三 角かごなどを

置 い て、 調理くずや

食 べ 残 しなどを流さ

ないようにしましょ

っ。

開催場所 IMJ催Jin 開 催時間j

コミュニティセンター 6月25日 13 : OO~ 
敷島 (金) 15: 00 

坂ノ上集会所
6月29日 12 : 30~ 
(火) 13: 30 

浅 井 公 民 館
6月30日 10: OO~ 
(水) 12: 00 

南 新 集 d33bZ 、 所
7月 1口 12 : 30~ 
(木) 13: 30 

中崎保健協力員 7月 111 10 : 30~ 
成凹菜子宅 (木) 12: 00 

沖飯詰集会所
7月 6n 10 : 30~ 
(火) 12: 00 

コミュニティセンター 7月 7日 10: 30~ 
仁|リ11 (/K) 12 : 00 

福井保健協力員 7月 7日 13 : OO~ 
小野松江宅 (水) 14: 00 

一 野坪集会 所
7月 7Fl 12 : 30~ 
(ポ) 14 : 00 

i註 成 ノι，、、 民 館
7月9日 13 : OO~ 
(金) 14 : 00 

相談する事で自分 らしく生き生きした毎日を

過ごせるようお話を伺っていきたいと思ってい

ます。気軽にご利 用くださ い 。

。 j由はそのまま流さ な い で、

新聞帝氏などにすい こ ませ て

ごみとして出します。

学盆のみなさん
国民年金の
加入手続きはお済みですか

Jd訟
。 調理 くずや食べ残しは、 土

に埋めると自然に分解され

ま す。 そのあと 月巴車ヰとして

もイ吏えます。 米のとぎ汁な

ども月巴牢斗となります。

。 洗剤は、 量をはか つ て使い

すぎないようにしましょ う。

@ 三 角 コ ーナ一等に廃スト ッ

キ ン グ をイ吏用すること で有

機 物 の 除 去 が で き ま す。

平
成
三
年
四
月

一
日
か
ら
、
二

十
歳
以
上
の
学
生
の
方
々
も
国
民

年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、

満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
、
在
学
中
に
不
慮

の
事
故
や
、
病
気
な
ど
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
に
も
、
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た。

加
入
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
係
へ
ど

う
ぞ
。
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み な づ き 

月水無月 

レ対象者 ・般市民及び北辰大学：学り級生 

）日 時 7月14日（水） 午後 1時～ 2日寺

レ場 所 市中央公民館大ホール 

ン講 師 小林克己先生（三好診療所院長） 

＞

レ

ン
 

日
 
場
 
講
 

時
 
所
 
師
 

、 	市役所公35- 2111 

に献 血 
期 	日 時 	間 場 	所 

6月28日 

（月） 

午前9時30分から
午前11時30分まで 

‘
い
 
ノ
、
 
 

人
の
仕
協

婦
 
奉
団

曲
 
赤
小

農
 
十
曲

村
 
字
分
 
家
団
賛
 
前

、
ー
 
 

午後 1時から 
午後 4時まで 

JR五所川原駅前 

7月の保健センター相談日 
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、 ゆっ

たりした気分で相談が受けれノます。どうぞご利

用ください。 

種 	別 開 設 日 内 	容 

母と子の相談日 

第1、第 3（金） 
7月 2 日、16日 

10 】 00-12 】 00 
13 : 00-45 : 00 
（第 3の午後は
予約相談です） 

乳児、幼児の発
達相談、育児の
相談、お母さん
の悩みごと相談
など 

成人の相談日 

第 2、第 4（金） 
7 月 9 日、 30日 
10 : 0O-12 : 00 
13 : 00-15 】 00 
（第 4の午後は
予約相談です） 

血圧の相談、食
事の相談、心身
でご心配なこと
など 

予糸勺相談は随時、電話で受けI寸けます。 

〈問い合わせ・連絡先〉 

市保健環境課健康推進係 TEL35-2111 (268・272) 

市民講座 

「すばらしき老いに向かって」 

ンテーマ 「すばらしき老いに向かってし 

レ募集人員 350名 

D申し込み締め切り 7 月12日 （電話で） 

）申し込み・問い合わせ 

市中央公民館（雪電う 6056 番） 

11 平成 5年6月15日 

のびのび赤ちゃん・満1歳 

福士麻衣ちゃん・彩香ちゃん（A " 橋） 

母・寿美子さん 生まれた時は、1,700グラムの

未熟児でしたが、小さいながらも、 2 人とも、 

とても健康でした。なんでもよく食べますし、 

これからも 2人が仲よく、素直であってくれれ

ばーと願っています。 

総合健診 
―今年から集団検診が変わります／- 

市では今年度から、今まで別々に行って 1i、た 

集団検診を、まとめて1日で受けることができ 

る総合健診として実施いたします。 

くフ検診日程】9月-12月 （38日間） 

〇検診場所：市保健センター 

〇申し込み期日】7 月 1日～15日の予定です。 

尚、米斗金等詳細については 6月15日の広報て三 

お知らせいたします。 

検 診 の 種 類 対 	象 

①基本健康診査（循環器関係） 040歳以上（S四．3.31 
生まれまで）の男性

は①～④ 
040歳以上の女性は

①～⑥ 
030歳～39歳（S 29.4. 

1- S 39 一 3.31生まれ） 

の女性は⑤～⑥の検

診を受けられます 

②胃 	が 	ん 	検 	診 

③大 腸 が ん 検 診 

④肺がん検診（結核検診を兼ねる） 

⑤子 宮 が ん 検 診 

⑥乳がん・甲状腺検診 

0注意】1)H5年4月から医療機関でミニドック（基

本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受けた方は

同じ種類の検診は集団では受けられませんのでご了

承ください。 

2）全部の種類の検診を受けることが原則ですが都合

のある方は選択も可能です。 

0問い合わせ 保健環境課健康推進係 内線 268・272 

⑥月示話角

市役所 n35-2官官官

|献血l
WJ 日 fI寺 /l¥J 場ー 所

小曲段村婦人
午前9時30分から の家前

6月28日 午前11時30分まで
(小赤十曲字分奉団間協賛) 

(月)
午後 1時から

JR五所川原駅前
午後411寺まで

17月の保健センター相談日 |
毎日の生活の中で、育 児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分で相談が受けれます。どうぞご利

用ください。

種 知l 開設円 内 生'$・

第 1、第3(金) 乳児、幼児の発
7月2目、 16日 達相談、育児の

母とチの相談日
10 : 00~12 : 00 相談、 お母さん
13 : 00~15 : 00 の悩みとと相談
(第3の午後は など

予約相談です)

第2、第4(金) 血圧の相談、食
7月9目、 30日 本の相談、心身

成人の相談日
10 : 00~12 : 00 でご心配なこと
13 : 00~15 : 00 など
(第4の午後は

予約相談です)

予約相談は随時、電話で受け付けます。

〈問い合わせ・連絡先〉

市保健環 境課健康推進係 TEL35-2111 (268・272)

|市民講座 |

「すばらしき老い!こ向かってJ

b対象者 一般市民及び北辰大学学級生

仁〉臼時 7 月 14日(水)午後 1 時~ 2 時

b場所 市中央公民館大ホーノレ

b講師 小林克己先生(三好診療所院長)

仁〉テーマ 「すばらしき老いに向かつて」

仁〉募集人員 350名

b申し込 み締め切り 7月 12日(電話で)

b申し込 み・問い合わせ

市中央公民館(宮 ⑮ 6056番)

11 平成5年6月15日

のびのび赤ちゃん・満1歳

υ 

福士麻衣ちゃん・彩香ちゃん (照橋〕

母・寿美子さん 生まれた時は、 1，700グラムの

未 熟 児 で したが、小さいながらも、 2人とも、

とても健康でした。なんでもよく食べますし、

これからも 2人が仲よく、素直であってくれれ

ばーと願っています。

1公b l1.';笹圭〈
い.c，'1=コ l~ロシ

今年から集団検診が変わります/ー

市では今年度から、今まで別々に行っていた

集団検診を、まとめて 1日で受けることができ

る総合健診として実施いたします。

0検 診 日 程 9 月 ~12月 (38 日 間)

0検診場所 市保健センター

0 申し込み期日 7 月 1 日 ~15日の予定です。

尚、料金等詳細については 6月 15日 の 広 報 で

お知らせいたします。

検診の種類 対 象

①基本健康診査(循環器関係) 040歳以上(S29.3.31I 

②胃 カ5 ん 検 三陀念タ、
生まれまで)の男性

は①~④

③大 腸がん検 診 040歳以上の女性は

①~⑥ 
④肺がん検診(結核検診を兼ねる) 0 30歳~39歳 (S29 . 4

⑤子宵 がん検 診 1 ~ S39.3.31生まれ)

の女性は⑤~⑥の検

⑥乳がん ・甲状腺検 診 診を受けられます

0注意 1) H 5年 4月から医療機関でミニドック(基

本健診)、子宮がん ・乳がんの個別検診を受けた方は

|尚じ種類の検診は集同では受けられませんのでご了

厭ください。

2)全部の種類の検診を受けることが原則ですが都合

のある方は選択も可能です。

0問い合わ せ 保健環境課健康推進係 内線 268・272
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―ふれあいと 
プ 対話が築く明るい社会― 

7月は 
「社会を明るくする運動」 

月間です。 

登 
青森県実施委員会では 『少年の非行防

止と更生の援助のため、地域イ主民の理解

と協力をもとめる』 ことをスローガンに 

r 運動を展開します。 

次代を担う少年を非行から守り、非行

に陥った少年の立ち直りを助けるため、 

地域に理解と協力の輪を広げましょう。 

⑥社会を明るくする市民集会及び街頭パ

レード 

ト日時 7 月9 日（金）午育iiio時 

ト場所 市役所前お祭り広場 

（雨天時 市民文化会館大ホール） 

～市民の皆さん多数の参加をお願いします～ 

ト主催 五所川原市社会を明るくする運

動実施委員会 

‘
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ト

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

(三
日
)

-ふれあいと
対話が築く 明るい社会ー

ワ月は
「社会を明るくする運動」

月間です。

守ら毛市
77森県実施委員会では『少{I三の，)1主行防

止と更生の居助のため、 地 域f主民の:fIH解

と協力をもとめる 」こと をスローカ、ンに

運動を展開します。

次代 を .tILう少年を非行から守り 、非行

に陥 った少年の立ち直りを助け るため、

I也域lニ理解と協力の輸を広け、ましょう 。

@社会を明るくする市民集会及び街頭パ

レード

7月 9日(金〉午前10時

市役所前お祭り広場

(雨天時市民文化会館大ホール)

~市民の皆さん多数の参加をお願いします~

五所川原市社会を明るくする運

動実施委員会

惨日日寺

惨場所

②
鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト

(三
日
)

③
虫
人
形
除
幕
(
三
日
)

④
金
魚
す
く
い
ど
り
(
三
日
S

四
日
)

⑤
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
(
三
日
1
四
日
)

⑤
熱
気
球
体
験
塔
乗
合
百
1
四
日
)

⑦
五
所
川
原
文
学
散
歩
(
三
日
S

十

一
日
)

③
観
音
林
遺
跡
出
土
品
展
示
会

(三
日
1
十
八
日
)

⑨
小

・
中
学
生
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ

ー
ル
大
会
(
四
日
)

⑬
東
小
児
童
三
味
線
演
奏
(
四
日
)

⑪
野
立
て
(
四
日
)

⑫
夜
間
照
明
(
三
日
5
十

一
日
)

L-間 雲、
里子、 7 

青~ I 
Z空 1

包
丁
を研

ぎ
ま
す

日

時六
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
九
時

i
午
後
三
時

会

場市
役
所
前
お
祭
り
広
場

料

金包
丁

一
本
に

つ
き
二
百
円

期

間

六
月
二
十
六
日
か
ら

六
月
二
十
九
日
ま
で

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
山
草
大
展
示
会

V
場
所

惨主催

V
主
催

五
所
川
原
市
柳
町

旧
水
道
事
業
所
跡

(
成
田
山
向
か
い
)

五
所
川
原
山
草
会

~ 12 平成5年 6月15日
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